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12月からイチゴ狩り園開始！！コロナ対策もバッチリ！！

名古屋市港区
豊明市
日進市
東郷町

ＪＡあいち海部主催のイチゴ品評会が開催される

ＪＡあいち海部
北部営農センター

若手促成ナス生産者がスマート農業事業を学ぶ

ＪＡ西三河小牧センター

農業情報（令和３年１月号）

地域 報告内容 写真等

尾張

令和２年12月24日　尾張農業改良普及課管内（稲沢駐在室管内を除く）では、７経営体がイ
チゴ狩り園を開設しており、12月下旬から次々と開園しました。主な品種
は「章姫」「紅ほっぺ」「よつぼし」などで、今作は夏季の高温の影響に
より昨年よりも１週間から10日ほど開始が遅れましたが、その後の生育は
順調で、開園後も切れ目なく収穫できると思われます。
　生産者は、手洗い場や消毒液の設置、営業時間を限定して人数を制限す
る等、それぞれコロナ対策を徹底した経営を行っており、安心してイチゴ
狩りを楽しむことができるように対応に万全を期しています。

海部

令和３年１月20日　県育成品種「ゆめのか」に品種統一されてから５回目のイチゴ品評会が
開催されました。今作は育苗期の長雨で生育が心配されましたが、定植以
降は好天に恵まれ順調に生育し、年末の需要期にも潤沢な出荷がありまし
た。今回の品評会は総出品点数64点で、外観・重量・糖度・食味の４項目
を審査し、19点が入賞しました。いずれも玉揃い、品質とも良好で、入賞
した出品物の平均糖度は14.1度で、昨年度より2.8度高い結果となりまし
た。
　農業改良普及課では、引き続き安定出荷できるよう草勢管理方法など支
援していく予定です。

西三河

令和２年12月23日　西三河促成なす部会の若手生産者の集まりである技術研究会では、月に
１回研究会を開催しています。今回は、研究会活動の一環として、同地域
の施設野菜であるＪＡ西三河きゅうり部会のスマート事業実証事業の取組
に関して講義を受けました。研究会員の関心は高く、「どうして全戸であ
ぐりログを導入できたのか」と質問があったり、養液土耕に関する意見交
換を行ったりしていました。就農１年目の研究会員からは、労力を削減し
て余力のある経営をしていきたいと、経営目標が定まったようであり、実
のある研究会となりました。

イチゴ狩りを控えたイチゴ

慎重に審査する審査員

スマート農業の説明を受ける技術研究会員
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あいち三河農協いちご品評会、でかほっぺグランプリ、消費宣伝へ

ＪＡあいち三河本店、
イオン岡崎南店

第10回ＪＡ西三河いちご部会品評会が開催される

ＪＡ西三河
あぐりセンター小牧

シンビジウムをお届けします！

豊田市

西三河

令和３年１月19日
　第10回ＪＡ西三河いちご部会品評会が開催され、今年は章姫41点、紅
ほっぺ35点の合計76点が出品されました。県、西尾市、経済連、農協、養
蜂協会及び市場による審査で、特別賞14点、入賞14点を決定しました。愛
知県知事賞は、外観や糖度が評価された吉良町の章姫が受賞しました。今
年は章姫及び紅ほっぺの両品種ともに品質が良く、特に章姫の平均糖度は
12.3度と昨年に比べて0.5度高くなりました。
　特別賞の１つである新潟中央青果株式会社社長賞は、ＪＡ西三河いちご
スクール１期卒業生の冨岡氏が受賞しました。冨岡氏は、就農１年目にも
関わらず品質の良いイチゴを生産しており、今後の更なる活躍が期待され
ます。

豊田加茂

令和２年12月
　とよたブランド化推進協議会の事業の1つである『ＷＥ ＬＯＶＥとよた
応援商品券』の購入者が応募できる大抽選会の景品の1つとして、シンビ
ジウムが選ばれ、豊田洋らん研究会の９名が、80鉢を豊田市内の当選者に
発送しました。シンビジウムが景品に選ばれた要因としては、これまでＰ
Ｒ活動を継続して行ってきたこと、豊田加茂地区の特産品としての認識が
広がったこと、等が挙げられます。生産者は、発送時に、栽培園や管理方
法のチラシを入れるなどをして、更なるＰＲを図りました。

西三河

令和３年１月15日　第19回あいち三河いちご品評会が開催され、岡崎市と幸田町から計73点
（紅ほっぺ65点、とちおとめ８点）が出品され、幸田町のとちおとめが愛
知県知事賞を受賞しました。併せて、2021でかほっぺ・でかおとめグラン
プリも開催され、38点が出品、重さと見た目からグランプリを選出しまし
た。
　その後、岡崎市いちご部会は、品評会出品物等を用いてイオン岡崎南店
で展示即売会を行ったほか、でかほっぺケーキの展示や地元のゆるキャラ
を使用したＰＯＰ等により、消費者に地元のイチゴをＰＲしました。
でかほっぺ（玉60g以上）は、県内のイオン系列で販売されました。

中央上にケーキ、左に受賞品、右にでかほっぺ

郵送商品の一例

審査の様子
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シカ侵入防止柵設置時に維持管理の重要性を説明

設楽町貝津田地区

令和２年度豊橋かき塾がスタート

ＪＡ豊橋第六事務所、
現地

（豊橋市石巻小野田町）

スクミリンゴガイ対策に冬季耕耘の実証試験

豊川市長沢町

東三河

令和３年１月15日
　農業改良普及課と県農業総合試験場は、（一社）ファーム長沢の里でス
クミリンゴガイ対策として冬季耕耘の実証試験を行いました。試験耕耘
（走行速度0.6km/h、PTO２速）と通常耕耘（走行速度1.2km/h、PTO１速）
の効果を比較するため、調査しやすいように白く着色したスクミリンゴガ
イをほ場に埋設し、耕耘後に地表面に出ている個体数、耕耘による傷の有
無、耕耘後の土壌状態、作業時間等について調査を行いました。今後は、
調査結果や作業性等を踏まえて冬季耕耘の有効性を検討していきます。

新城設楽

令和２年12月６日　12月６日（日）に設楽町貝津田地区で国費の資材補助による侵入防止柵
の設置作業が行われました。総延長は２km、ワイヤーメッシュは1,000枚
用意され、集落住民約20名が、約６時間で300枚分を設置しました。杭打
ち、メッシュ押さえ、針金での固定等の現場作業の他、杭の印付け、現場
へ運搬等の裏方作業も含め、各々作業分担したため１枚あたり１分弱と効
率よく設置することができました。作業終了後には全員に資料を配布し、
「フェンスの下に穴を掘って獣が侵入するので、点検・補修をしないと必
ず獣が侵入する。」と設置後の柵管理の重要性について説明を行いまし
た。

東三河

令和２年12月19日　ＪＡ豊橋は、新規就農者や定年帰農者に向けてカキの栽培技術や経営に
関する知識習得の支援等を行うため、平成30年度から「豊橋かき塾」を開
催しています。昨年度までは４月から開講していましたが、本年度から12
月（せん定）開講としました。
　当日は受講生19名が参加し、座学では、せん定の基礎知識や作業の流
れ、発芽前の病害虫対策等について学びました。その後、ほ場に移動し、
４人ずつ５班に分かれ、農業改良普及課やＪＡ職員、部会員が講師とな
り、実際にせん定を行いながら作業のポイントを説明しました。参加者か
らは積極的に質問等が出され、意欲の高さが窺えました。

試験耕耘を行っている様子

柵管理の重要性の説明風景

座学の様子
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いこうよ！たはらサンテマルシェが開催

サンテパルクたはら
（田原市）

田原

令和２年12月20日　田原４Ｈクラブが、サンテパルクたはらで開催された「いこうよ！たは
らサンテマルシェ」に出店し、田原市４Ｈクラブ連絡協議会の会員が生産
した15品目の農産物を販売し、農業改良普及課はその活動を支援しまし
た。
　新型コロナが心配される中での開催であったため、出店にあたり、試
食・ＰＯＰ作成等販売方法の検討を随時行いました。当日は多くの人が集
まりクラブ員から喜びの声が挙がりました。
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田原４Ｈマルシェの様子


